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今シーズンも高病原性鳥インフルエンザの発生が全国各地で相次

いでおり、農場への侵入リスクは依然高い状況です。 

引き続き、本病の侵入防止対策の徹底をお願いします。 

○ これまでの発生状況一覧（Ｒ３.１１～） 

例数 発生場所 発生年月日 飼養羽数 種  類 

1 秋田県横手市 R3.11.10 約 14.3 万羽 採卵鶏 

2 鹿児島県出水市 R3.11.13 約 3.9 万羽 採卵鶏 

3 鹿児島県出水市 R3.11.15 約 9,200 羽 採卵鶏 

4 兵庫県姫路市 R3.11.17 約 15.5 万羽 採卵鶏 

5 熊本県南関町 R3.12.3 約 6.7 万羽 肉用鶏 

6 千葉県市川市 R3.12.5 約 340 羽 あひる（合鴨） 

7 埼玉県美里町 R3.12.7 約 1.7 万羽 採卵鶏 

8 広島県福山市 R3.12.7 約３万羽 採卵鶏 

9 青森県三戸町 R3.12.12 約 7,000 羽 肉用種鶏 

 

 

 

 

 

 

～年末年始に向け～ 

★ 飼養衛生管理基準の再確認、徹底を！ 

★ 衛生管理区域、畜舎への立入り制限、消毒徹底を！ 

★ 早期発見・早期通報の徹底を！ 

★ 海外渡航の自粛を！ 

令和３年 12 月 

中 央 家 畜 保 健 衛 生 所 

村山地域家畜畜産物衛生指導協会 

〒990-2161 山形市漆山 736 番地 

 Tel  023 - 686 - 4410 

  Fax  023 - 686 - 5715 

年末年始に向け・・・ 

高病原性鳥インフルエンザの 

侵入防止対策再点検、徹底を！ 



～～～大切な鶏やあひるたちを 
ウイルスから守りましょう～～～ 

 

１．ウイルスの侵入防止  
① 野鳥の侵入防止  ⾦網やネット等で侵⼊経路（隙間）をふさぐ 
② 靴底に付着しての搬入を防止 踏み込み消毒槽の設置 
２．踏み込み消毒槽の設置   
 

■靴底が浸る程度に希釈した消毒薬をいれる。 
■底にぞうきん等を敷いてもよい。 
■消毒薬は毎日交換する（汚れると効果は著しく低減します）。 

〈使用する消毒薬〉 
逆性⽯けん（例 オスバン、パコマなど） 
希釈率 200 倍程度（⽔１Ｌにキャップ１杯程度） 

３．飼育舎の消毒  鶏舎内部の消毒ではほこりを吸わぬように注意、マスクが有効 
① 糞を完全に取り除く。 
② 希釈した消毒液を壁や施設内に十分に散布します。 

＊ 土間や飼育舎周囲の消毒には消石灰の散布が効果的です。 
（目安）１㎡当たり４００ｇ程度の消⽯灰を粉剤のまま散布 

 
 

 
  

 
【高病原性及び低病原性鳥インフルエンザの特定症状】 

 

 

 

  
中央家畜保健衛生所 023-686-4410 （休日・夜間共通） 

① 同一の家きん舎内で、１日の死亡数が、遡って２１日間の平均の死亡率の 

２倍以上の場合（※設備の故障、気温の急激な変化等の事情の場合は除く） 

② 鶏冠・肉垂等のチアノーゼ、沈うつ、産卵率の低減等を呈する場合 

③ ５羽以上の家きんがまとまって死亡、あるいはうずくまっている場合 


